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天
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十
月
十
四
日
、
長
門
国
豊
浦
都
田
耕
村
（
現
山
口
県
下
関
市
豊
北
町
田
耕
）
に
、
 
 

長
府
藩
士
田
上
由
永
（
の
ち
本
庄
了
左
）
の
長
女
と
し
て
誕
生
。
本
名
道
。
 
 

近
所
の
村
田
利
之
助
に
嫁
ぐ
。
田
上
家
は
長
府
（
現
下
関
市
）
に
移
住
。
 
 

夫
・
利
之
助
病
没
。
 
 

「
菊
革
」
 
の
俳
号
を
授
か
り
、
長
府
田
上
家
に
復
籍
。
 
 

秋
、
尼
僧
と
な
り
、
美
濃
に
む
け
て
俳
番
の
旅
に
出
立
。
 
 

美
浪
の
朝
暮
園
傘
狂
の
門
に
入
る
。
「
一
字
庵
」
の
号
と
美
濃
派
連
中
へ
の
添
 
 

文
を
受
け
、
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
 
の
逝
コ
ー
ス
を
辿
る
大
行
脚
に
出
る
。
年
末
、
 
 

江
戸
着
。
の
ち
「
菊
舎
」
に
改
号
。
 
 

江
戸
出
発
。
美
濃
伊
藤
宗
長
に
茶
道
を
学
ぶ
。
秋
四
年
ぶ
り
に
帰
郷
。
 
 

美
濃
の
細
竹
庵
百
茶
坊
に
随
伴
し
九
州
へ
。
晩
秋
、
独
り
長
崎
へ
。
 
 

京
都
東
山
双
林
寺
で
の
芭
蕉
百
回
忌
取
越
法
要
に
参
列
。
 
 

宇
治
万
福
寺
を
は
じ
め
名
所
旧
跡
巡
拝
。
 
 

再
び
、
江
戸
へ
。
七
弦
琴
を
贈
ら
れ
弾
琴
を
学
ぶ
。
 
 

長
府
藩
主
十
一
代
毛
利
元
義
公
に
召
さ
れ
、
 
 

御
用
絵
師
文
流
斎
と
「
前
田
二
十
勝
」
を
合
作
。
 
 

下
関
阿
弥
陀
寺
山
の
空
月
庵
を
借
り
て
、
炉
開
き
の
推
進
を
二
十
日
開
聞
く
。
 
 

京
都
西
本
願
寺
、
親
鸞
聖
人
五
五
〇
回
大
遠
忌
に
参
詣
。
大
徳
寺
で
茶
会
主
催
。
 
 

奈
良
法
隆
寺
で
中
国
伝
来
の
開
元
琴
を
弾
奏
。
「
手
折
菊
』
 
四
巻
を
刊
行
。
 
 

生
誕
地
田
耕
の
事
々
圃
村
田
桃
葉
に
一
字
魔
の
文
台
を
譲
る
。
 
 

八
月
二
十
三
日
、
長
府
印
内
の
田
上
家
に
て
死
去
。
墓
所
は
二
ケ
所
、
 
 

長
府
中
之
町
本
覚
寺
と
長
府
金
屋
町
徳
応
寺
。
 
 

③
錦
着
る
や
一
世
の
晴
の
月
め
笠
 
 

④
鑓
水
畠
痘
や
毒
の
お
も
は
る
‖
 
 

⑥
月
に
花
に
戸
ぎ
さ
ぬ
閑
の
往
来
か
な
 
 

⑥
責
と
な
る
花
の
父
母
な
り
春
の
爾
 
 
 

①
故
郷
や
名
も
お
も
ひ
出
す
草
の
花
 
 

⑧
月
を
笠
に
着
て
あ
そ
ば
ゞ
や
族
の
そ
ら
 
 
 

（
田
緋
小
学
 
 
 

（
田
静
・
精
舎
生
 
 
 

（
田
耕
・
出
合
広
 
 

（
長
府
・
功
山
 
 

』  
TagamiKikushawasborninTasukivillage，Shimonosekicity  
inr753，andbecameoneofthemost血mouswomenhaikupoets  

h血eEdo－p血od．  

She既tremelylovedtraveli喝andtracedtheOku－nO－Hosomichi  

al1byherselftocomposealotofhaikupoems，andtherefore，WaS  

cal1edOnmBasho．Shealsolovedpainting，playingthekotoand  

生誕地田耕への   

アクセス  

野
瞥
 
 

下椰より車………… 58分  
紳
．
臥
 
 

R山陰線  

部駅より車…………… 1日分  

国眉勤華道  

祢インターから串……20分  

engagingintheteaceremony．  F
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人
と
遊
び
 
諸
芸
に
一
 
 

菊
杏
の
遊
び
ご
こ
ろ
 
 

ご
い
っ
し
ょ
に
 
 

毅
に
こ
遊
び
 
四
季
に
遊
び
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